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1． まえがき 

 無線 LAN 端末が増加して競合することにより，通信

品質の低下が生じている．この問題を解決するためのア

プローチとして，ユーザを適切なアクセスポイント

(AP)に誘導し，ネットワーク全体のスループットを向

上させる方法が提案されている．本稿では，ユーザが利

用しているアプリケーションに応じた誘導法を提案し，

ユーザ体感品質(Quality of Experience, QoE)が増加す

ることを示す． 

2． ユーザの意思決定モデル 

 ユーザは APの配置と，それぞれの APから得られる

通信品質を通信速度として表示するアプリケーション

を所有しているものとする．ユーザは誘導アプリケーシ

ョンを使用することで，近傍の APとそれぞれの通信速

度の情報を知ることができ，その情報を元に現在地から

目的 AP までの移動距離 d と通信速度 s により，式(1)

によって自身の効用を最大化する意思決定を行う． 

 g = U (s) - d  (1) 

 gは利得であり，ユーザは gを最大化するように意思

決定を行う．U (s)は通信速度に対する QoEを表す関数

である．文献[1]では, QoE を“その品質を得るために

移動してもよいと思う距離 (Willingness to Move, 

WTM)”として定義し，アンケートにより定量化してい

る．本稿でも U (s)をWTM関数とし，距離として扱う． 

 WTM はアプリケーションによって異なる．そこで，

メールのユーザと，動画ストリーミングのユーザを対象

とし，アプリケーションに応じた QoEの違いを利用し

たユーザ誘導の方法を考える． 

3． QoE得点 

 文献[1]では，メールのユーザの WTM は 10m から

30m，ストリーミングのユーザの WTM は 20m から

50m の範囲となり差があることが示されている．本稿

では，移動距離 d がこの範囲内であればユーザは移動

するものとする．QoE は通信速度に応じて与えられる

ものとし，0から 100の得点で示すことにする．文献[1]

に基づいて，通信速度と QoE得点の関係を表 1のよう

に仮定する．メールのユーザの QoEを Um, ストリーミ

ングのユーザの QoE を Ustで示し，通信速度に応じて

QoE 得点がそれぞれ与えられるものとする． 

4． シミュレーション 

 QoE の変化をシミュレーションによって明らかにす

る．シミュレーションでは，二つの無線 LAN の APを

想定し，それぞれの通信半径を 25mとする．無線エリ

アに重なりは生じないものとする．ユーザ数 N は 10，

100，250，500，750，1000 の 6 通りとし，初期状態

では AP1：AP2=8：2としてユーザを配置する． 

 シナリオ 1 では，メールのユーザとストリーミング

のユーザの比を 8：2とする．シナリオ 2では，メール

のユーザとストリーミングのユーザの比を 2：8とする．

ここでは，ユーザの意思決定をエージェントシミュレー

タ artisocによりシミュレーションする．本シミュレー

ションでは，ユーザの WTM は通信速度に応じて表 1

に示された範囲からランダムに与えられる． 

 シミュレーション結果を図 1 に示す．縦軸は誘導後

の QoE得点 u1の総和から，誘導前の QoE得点 u0の総

和を引いたものであり，誘導による QoEの増加を示す．

図には，全体の増加をユーザ数 N で割り，一人当たり

の QoE増加幅を示している．図より，ユーザ数が少な

い範囲では，両シナリオの結果にバラツキがあるが，

250を超える範囲では，メールのユーザの割合が多い方

が誘導の効果が高いことが分かる． 

表 1 通信速度と QoE得点の関係 

通信速度 [Mbps] 0.1以下 0.1〜0.2 0.2〜0.5 0.5〜1.0 1.0〜2.0 2.0〜3.0 3.0〜5.0 5.0以上

Um 0〜25 25〜50 50〜75 50〜100 100 100 100 100

Ust 0〜20 0〜20 0〜20 20〜40 40〜60 60〜80 80〜100 100
  

 

図 1 ユーザ数と QoE得点の関係 

5． むすび 

 本稿ではユーザを誘導した際，アプリケーションによ

って QoEの増加幅に違いが生じることを明らかにした．

アプリケーションの違いを利用した最適な誘導法の提

案が今後の課題である． 
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